
 
 

 

平成 29 年６月 20 日 

気 象 庁 

 
 

火山噴火予知連絡会「コア解析グループ」の成果報告について 

 

火山噴火予知連絡会は、平成 26 年度補正予算による気象庁のボアホー

ル型火山観測施設及び火口周辺への傾斜計の整備に伴い採取された火山

地域のボーリングコアを解析し、火山噴火予知研究及び火山防災対策に

役立てることを目的として、平成 27年 10月 21日にコア解析グループ（主

査：中田節也東京大学地震研究所教授）を設置しました。 

 

コア解析グループは、全国 32 火山 34 地点の火山地域のボーリングコ

アの解析を行い、その成果を「気象庁火山観測点ボーリングコアの解析

－2016（平成 28）年度成果報告書－」※１としてとりまとめました※２。 

成果としては、火口近傍のコアの解析により、アトサヌプリや十勝岳

などいくつかの火山で従来の調査では把握できなかった噴火堆積物が確

認されるなど、活火山の噴火履歴を理解する上で重要な地質データが得

られました。これにより、今後の噴火予知研究及び火山防災対策の発展

に寄与することが期待されます。 

 

また、本日をもって、コア解析グループを解散しました。 

 

 

 
※１．気象庁ホームページ－火山噴火予知連絡会 検討会報告のページ 

「気象庁火山観測点ボーリングコアの解析－2016（平成 28）年度成果報告書－」 

http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/kaisetsu/CCPVE/CCPVE07.html 

 

※２．産業技術総合研究所には、ボーリングコアの保管場所を提供いただいたほか、

その解析および報告書のとりまとめへの支援をいただきました。また、コア観察に

あたっては，必要に応じてグループ構成員以外の方々にもご協力いただきました。 

 

 

 

 

本件に関する問い合わせ先：気象庁地震火山部火山課 

電話：03-3284-1749

別添２ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１ ボーリング地点の位置情報 

図１ ボーリングコア採取を行った 32 火山 34地点 

（国土地理院の地理院タイル（白地図）に該当地点を追記して掲載） 

（参考） 


